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こ
れ
ま
で
数
々
の
作
品
制
作
や
舞
台
発
表
に

取
り
組
ん
で
き
た
菰
野
町
芸
術
文
化
協
会
。

創
立
30
周
年
を
迎
え
た
今
年
、
活
動
の
集
大
成
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

展
示
部
門

彫刻工芸

銅
ど う

谷
や

祐
ゆ う

子
こ

さん

書道 美術

谷
た に

 泉
せ ん

石
せ き

さん

ボトルシップ工芸

石
い し

川
か わ

 進
すすむ

さん

芸文協YouTube
チャンネル

【芸文協YouTubeチャ
ンネル】では、工芸部
門の作品制作過程を動
画で紹介しています。
普段は見ることができ
ない彫刻やボトルシッ
プの制作工程が解説と
ともにわかりやすく紹
介されています。

作品制作過程を動画配信
木工芸工芸

山
や ま

口
ぐ ち

 香
かおる

さん

生け花華道

小
お

川
が わ

明
あ き

子
こ

さん

洋画美術

伊
い

藤
と う

明
あ け

美
み

さん

展
示
部
門
に
は
茶
道
、
華
道
、
美
術
、
工
芸
の
４
つ

の
活
動
部
門
が
あ
り
、
立
体
や
平
面
を
問
わ
ず
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

個
人
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
は
作
品
展
示
や
舞
台
発
表
な
ど

を
目
標
に
そ
れ
ぞ
れ
芸
を
磨
い
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
12
月
４
、５
日
に
開
催

さ
れ
た
芸
術
文
化
協
会
創
立
30
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
中
心
に
展
示
作

品
や
舞
台
発
表
の
模
様
を
紙
面
で
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文芸部門

創
立 

周
年

自
ら
の
個
性
を
追
求
し

技
術
を
磨
く

会
員
皆
さ
ん
の
力
作
を
紹
介

和
３
年
で
創
立
か
ら
30
周
年
を

迎
え
た
菰
野
町
芸
術
文
化
協

会
。
芸
術
文
化
協
会
に
は
大
き
く
分
け

て
文
芸
部
門
、
展
示
部
門
、
舞
台
部
門

の
３
部
門
が
あ
り
、
50
以
上
の
団
体
や

令

30

空のボトルの中にピン
セットや糸などを駆使
して組み立てられた船
の模型が入っています。

足踏み轆轤を使って木
材を削り出して滑らか
に整え、ニスを塗り重
ねて完成させています。

鋼材を火で炙り、金槌で叩いて
成形しています。鋼材特有の質
感とうねりなどが特徴的です。

砂けむりとともに駆け
抜ける馬を表現した躍
動感あふれる作品は油
絵で描かれています。

池坊の歴史あるスタイル
をアレンジした立

りっ か

花正
しょう

風
ふう

体
たい

で草花のもつ個性や特
徴を生かし、凛とした姿
が表されています。

文
芸 文芸 俳句・短歌・川柳・小説・漢詩など

展

示

茶道 煎茶・抹茶など

華道 生け花・フラワーアレンジなど

美術 洋画・日本画・水彩画・水墨画・書道・
書画・写真・イラストなど

工芸 木工芸・手芸・伊勢型紙・彫刻・陶芸・
銅板工芸・ボトルシップなど

四日市港開港の祖で
ある稲

いな

葉
ば

三
さ

右
ん

衛
え

門
もん

の
開港にあたって巨万
の富を投じる心意気
を表した作品です。

文芸

文芸誌あかね

文芸部門で１年に１度発刊し
ている文芸誌。随筆、短歌、
俳句、紀行文などさまざまな
文芸作品を掲載しています。

文芸部門・展示部門の構成内訳

    菰野町
芸術文化協会
特 集

茶道

呈
て い

茶
ち ゃ

席
せ き

芸文祭や保健福祉センター
けやきで来場者に抹茶など
を振る舞う呈茶席を設け、
日本の文化を伝えています。

文芸部門では俳句、短歌、川柳、小説、
漢詩などに取り組み、芸術文化協会で発
行する文芸誌に作品を掲載しています。

写真美術

曽
そ

根
ね

 貢
みつぐ

さん

御在所岳の山頂から見下ろした夜景を撮
影した作品。写真部会では、町内外の風
景やスナップ写真を撮影しています。NEW CONTENTS
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